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(57)【要約】
【課題】光を光電変換して電荷信号を出力する画素回路
が２次元状に配列された撮像素子において、より簡易な
構成で画像データと画像データ以外の外部データとの両
方を出力させる。
【解決手段】光を光電変換して電荷信号を出力する画素
回路７１が２次元状に配列され、画素回路７１から出力
された電荷信号をシリアルデータの画像データとして出
力する撮像素子３９であって、外部から入力された外部
データを記憶する記憶部（レジスタ８０）と、外部デー
タを記憶部（レジスタ８０）に記憶させる書込制御部７
８と、画像データと外部データとを周期的に時分割で出
力させる出力制御部７９とを備える。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を光電変換して電荷信号を出力する画素回路が２次元状に配列され、前記画素回路か
ら出力された電荷信号をシリアルデータの画像データとして出力する撮像素子であって、
　外部から入力された外部データを記憶する記憶部と、
　前記外部データを前記記憶部に記憶させる書込制御部と、
　前記画像データと前記外部データとを周期的に時分割で出力させる出力制御部とを備え
たことを特徴とする撮像素子。
【請求項２】
　前記書込制御部が、前記記憶部に前記外部データが記憶されたタイミングに関する情報
も前記記憶部に記憶させるものであり、
　前記出力制御部が、前記画像データと、前記外部データおよび前記タイミングに関する
情報とを時分割で出力させるものである請求項１記載の撮像素子。
【請求項３】
　１行分の前記画像データを出力する毎に出力される水平同期信号の数をカウントするカ
ウンタ部を備え、
　前記タイミングに関する情報が、前記カウンタ部における前記水平同期信号のカウント
数である請求項１または２記載の撮像素子。
【請求項４】
　前記カウンタ部が、さらに１画面分の前記画像データを出力する毎に出力される垂直同
期信号の数をカウントするものであり、
　前記タイミングに関する情報が、前記カウンタ部における前記水平同期信号および前記
垂直同期信号のカウント数である請求項３記載の撮像素子。
【請求項５】
　前記記憶部が、レジスタである請求項１から４いずれか１項記載の撮像素子。
【請求項６】
　前記出力制御部が、ブランキングタイムに前記外部データを出力するものである請求項
１から５いずれか１項記載の撮像素子。
【請求項７】
　前記外部データが、センサ情報である請求項１から６いずれか１項記載の撮像素子。
【請求項８】
　前記センサ情報が、温度センサ情報、湿度センサ情報、圧力センサ情報、加速度センサ
情報またはズームレンズの位置検出情報である請求項７記載の撮像素子。
【請求項９】
　前記画像データの出力と前記外部データとの出力を切り替えるスイッチ素子を備えた請
求項１から８いずれか１項記載の撮像素子。
【請求項１０】
　前記撮像素子が、ＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semiconductor）である請求
項１から９いずれか１項記載の撮像素子。
【請求項１１】
　前記請求項１から１０いずれか１項記載の撮像素子と、前記外部データを出力する外部
データ出力部とを備えたことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光を光電変換して電荷信号を出力する画素回路が２次元状に配列された撮像
素子およびその撮像素子を備えた内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体内の組織を観察する内視鏡装置が広く知られており、体内の被観察部を撮像素
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子によって撮像して可視画像を得、この可視画像をモニタ画面上に表示する電子式内視鏡
装置が広く実用化されている。
【０００３】
　ここで、上述したような内視鏡装置においては、撮像素子によって得られる被観察部の
画像情報だけではなく、たとえば挿入部先端が向いている方向や、挿入部先端の周囲の温
度などの情報も得たい場合がある。
【０００４】
　そこで、たとえば特許文献１においては、挿入部先端に加速度センサを設け、その加速
度センサによって検出された重力方向に基づいて、モニタに表示される可視画像内に重力
方向を示す指標を表示させる方法が提案されている。
【０００５】
　また、特許文献２においては、温度センサによって検出された温度情報を撮像素子によ
って撮像された画像情報とともに出力する撮像素子が提案されている。
【０００６】
　また、特許文献３においては、ＣＭＯＳセンサで画像データを増幅する際のゲインや、
ＣＭＯＳセンサの動作モードなどいったＣＭＯＳセンサ内で行われる処理に関する情報を
ＣＭＯＳ内に設けられたレジスタ群に記憶し、そのレジスタ群に記憶された情報を画像デ
ータとともに外部に出力する方法が提案されている。
【０００７】
　また、特許文献４においては、内視鏡装置を制御するプロセッサ装置から出力された制
御データをＣＭＯＳセンサ内に設けられたレジスタに記憶させ、そのレジスタに記憶され
た制御データに基づいてＣＭＯＳセンサが各種処理を行うとともに、その処理によって得
られた画像データとレジスタに記憶された制御データとをプロセッサ装置に出力させる方
法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第４７７６７９３号公報
【特許文献２】特開２００２－１１８７９１号公報
【特許文献３】特開２００９－２７８２６６号公報
【特許文献４】特開２０１１－２０６３３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１では、上述したように可視画像上に重力方向を示す指標が表
示された映像信号を生成するため、映像信号に対して重力方向判別信号を同期させる重畳
タイミングを生成する演算部や、上記重畳タイミングに基づいて映像信号に重力方向判別
信号を重畳させる重畳回路などを設ける必要があり、回路規模が大きくなり、コストアッ
プとなる。
【００１０】
　また、特許文献２では、１ライン分の画素データを水平方向に走査して出力させるため
のスイッチ素子以外に、温度センサの検出信号を出力させるためのスイッチ素子を新たに
設け、このスイッチ素子を画素データが出力されていないタイミングでオンすることによ
って温度センサの検出信号を画像データとともに出力させる構成が提案されているが、こ
の構成では、上述したように温度センサの検出信号を出力させるためのスイッチ素子を新
たに設ける必要があり、また、そのスイッチ素子をオンするための制御信号を新たに生成
する必要がある。
【００１１】
　また、特許文献３に記載のＣＭＯＳセンサにおいては、画像データやレジスタに記憶さ
れた情報をパラレルインターフェースによって出力させるようにしているので、多数の信
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号線を挿入部内に配設する必要があり、挿入部の径が太くなってしまう問題がある。
【００１２】
　また、特許文献４においては、画像データやレジスタに記憶された制御データをＬＶＤ
Ｓ（Low Voltage Differential signal）伝送方式により出力しているので、差動信号を
出力するための２本の信号線が必要となる。また、特許文献４においては、レジスタに記
憶された制御データを画像データに付加するためにヘッダ部を設ける必要がある。
【００１３】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、より簡易な回路構成で画像データ
と画像データ以外の外部データとの両方を出力することができる撮像素子およびその撮像
素子を備えた内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の撮像素子は、光を光電変換して電荷信号を出力する画素回路が２次元状に配列
され、画素回路から出力された電荷信号をシリアルデータの画像データとして出力する撮
像素子であって、外部から入力された外部データを記憶する記憶部と、外部データを記憶
部に記憶させる書込制御部と、画像データと外部データとを周期的に時分割で出力させる
出力制御部とを備えたことを特徴とする。
【００１５】
　また、上記本発明の撮像素子においては、書込制御部を、記憶部に外部データが記憶さ
れたタイミングに関する情報も記憶部に記憶させるものとし、出力制御部を、画像データ
と、外部データおよびタイミングに関する情報とを時分割で出力させるものとできる。
【００１６】
　また、１行分の画像データを出力する毎に出力される水平同期信号の数をカウントする
カウンタ部を設け、タイミングに関する情報を、カウンタ部における水平同期信号のカウ
ント数とできる。
【００１７】
　また、カウンタ部を、さらに１画面分の画像データを出力する毎に出力される垂直同期
信号の数をカウントするものとし、タイミングに関する情報を、カウンタ部における水平
同期信号および垂直同期信号のカウント数とできる。
【００１８】
　また、記憶部としてレジスタを用いることができる。
【００１９】
　また、出力制御部を、ブランキングタイムに外部データを出力するものとできる。
【００２０】
　また、外部データをセンサ情報とすることができる。
【００２１】
　また、センサ情報を、温度センサ情報、湿度センサ情報、圧力センサ情報、加速度セン
サ情報またはズームレンズの位置検出情報とすることができる。
【００２２】
　また、画像データの出力と外部データとの出力を切り替えるスイッチ素子を設けること
ができる。
【００２３】
　また、撮像素子として、ＣＭＯＳ（Complementary Metal-Oxide Semiconductor）を用
いることができる。
【００２４】
　本発明の内視鏡装置は、上記撮像素子を備えたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の撮像素子および内視鏡装置によれば、外部から入力された外部データを記憶部
に記憶させ、その記憶させた外部データと画像データとをシリアルデータで周期的に時分
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割で出力させるようにしたので、より簡易な回路構成で外部データと画像データとの両方
を出力させることができ、コストダウンを図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の内視鏡システムの一実施形態の概略構成を示す外観図
【図２】挿入部の可撓管部の内部を示す断面図
【図３】挿入部の先端の構成を示す図
【図４】挿入部の先端の内部を示す縦断面図
【図５】撮像素子の具体的な構成を示す図
【図６】図１に示す内視鏡システムのプロセッサ装置と光源装置の内部構成を示すブロッ
ク図
【図７】撮像素子から出力される温度センサ情報と画像データの配列の一例を示す図
【図８】本発明の内視鏡システムの一実施形態の変形例を示す図
【図９】本発明の内視鏡システムの一実施形態の変形例を示す図
【図１０】図９に示す変形例の作用を説明するための図
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、図面を参照して本発明の撮像素子および内視鏡装置の一実施形態を用いた内視鏡
システムについて詳細に説明する。本実施形態の内視鏡システムは、撮像素子の構成に特
徴を有するものであるが、まずは、システム全体の構成から説明する。図１は、本実施形
態の内視鏡システムの概略構成を示す外観図である。
【００２８】
　本実施形態の内視鏡システムは、図１に示すように、内視鏡装置１０と、内視鏡装置１
０に一端が接続されるユニバーサルケーブル１３と、ユニバーサルケーブル１３の他端が
接続されるプロセッサ装置１８および光源装置１９と、プロセッサ装置１８から出力され
た表示制御信号に基づいて画像を表示するモニタ２０とを備えている。
【００２９】
　内視鏡装置１０は、体内に挿入される挿入部１１と、操作者の所定の操作を受け付ける
操作部１２とを備えている。挿入部１１は管状に形成されたものであり、具体的には、図
１に示すように、先端から順に、先端硬質部１４と湾曲部１５と可撓管部１６とを備えて
いる
　先端硬質部１４は、硬質な金属材料などから形成されるものであり、また、可撓管部１
６は、操作部１２と湾曲部１５との間を細径で長尺状に繋ぐ部分であり、可撓性を有する
ものである。湾曲部１５は、操作部１２に設けられたアングルノブ１２ａの操作に連動し
て挿入部１１内に挿設されたアングルワイヤが押し引きされることによって湾曲動作する
ものである。これにより先端硬質部１４が体内の所望の方向に向けられ、先端硬質部１４
内に設けられた後述する撮像素子によって所望の被観察部が撮像される。また、操作部１
２には、処置具が挿通される鉗子口２１が設けられており、この鉗子口２１は挿入部１１
内に配される後述する鉗子チューブ２６に接続される。
【００３０】
　図２は、挿入部の可撓管部の内部を示す断面図である。図２に示すように、撓管部１６
は、可撓性管２３の内部に、先端硬質部１４の照明用レンズに照明光を導くためのライト
ガイド２４，２５、鉗子チューブ２６、送気・送水チューブ２７およびケーブル２８など
の複数本の内容物を遊挿した構成になっている。ケーブル２８は、プロセッサ装置１８か
ら撮像素子を駆動するための制御信号を送るための制御信号配線４２ａと、撮影素子によ
って撮像された画像データをプロセッサ装置１８に送るための画像データ配線４２ｂとを
まとめたものであり、これらの信号配線を保護被膜で覆ったものである。なお、本実施形
態においては、撮像素子から出力される画像データは、シリアルデータのデジタルデータ
であるので、画像データ配線４２ｂは１本の配線から構成されるものである。
【００３１】



(6) JP 2014-236475 A 2014.12.15

10

20

30

40

50

　図３は、先端硬質部１４の先端面１４ａを示すものである。図３に示すように、先端硬
質部１４の先端面１４ａには、観察窓３１、照明窓３２,３３、鉗子出口３５、送気・送
水ノズル３６などが設けられている。観察窓３１には、体内の被観察部位の像光を取り込
むための対物光学系の一部が配されている。照明窓３２，３３は、照明用レンズの一部が
組み込まれており、光源装置１９から発せられ、ライトガイド２４，２５によって導光さ
れた照明光を体内の被観察部位に照射するものである。鉗子出口３５は、鉗子チューブ２
６を介して操作部１２に設けた鉗子口２１と連通されるものである。送気・送水ノズル３
６は、操作部１２に設けた送気・送水ボタンを操作することによって観察窓３１の汚れを
落とすための洗浄水やエアーを噴射するものである。なお、送気・送水ノズル３６から噴
射される液体や気体を供給する送気・送水装置については図示省略している。
【００３２】
　図４は、挿入部の先端の内部を示す縦断面図である。図４に示すように、観察窓３１に
対向する位置に対物光学系３７が配置されている。照明窓３２，３３から発せられる照明
光は、被観察部位を反射して観察窓３１に入射する。観察窓３１から入射した被観察部の
像は、対物光学系３７を通ってプリズム３８に入射し、プリズム３８の内部で屈曲するこ
とによって撮像素子３９の撮像面に結像される。
【００３３】
　回路基板４０は、撮像素子３９に入力される制御信号や撮像素子３９から出力される画
像データを、ケーブル２８の制御信号配線４２ａや画像データ配線４２ｂに受け渡すため
の配線パターンが形成されたものである。
【００３４】
　挿入部１１の長手方向に平行に配設されたケーブル２８の端部からは制御信号配線４２
ａと画像データ配線４２ｂとが露呈されており、この制御信号配線４２ａと画像データ配
線４２ｂとは回路基板４０の配線パターンに電気的に接続される。
【００３５】
　また、挿入部１１の先端内部には、温度センサを備えたセンサ部４１（外部データ出力
部に相当する）が設けられている。センサ部４１は、図５に示すように、温度センサ４１
ａと温度センサ４１ａから出力されたアナログ信号の温度センサ情報をデジタルデータに
変換するＡ／Ｄ変換器４１ｂとを備えている。温度センサ４１ａによって検出された温度
センサ情報は、Ａ／Ｄ変換器４１ｂによってデジタルデータに変換され、撮像素子３９に
対して所定のタイミングで外部データとして出力される。温度センサ４１ａとしては、サ
ーミスタ、熱電対、測温抵抗体が使用可能である。
【００３６】
　また、湾曲部１５の内部には、合成樹脂製のフレキシブル管４４が配されている。フレ
キシブル管４４の一端には、鉗子チューブ２６が接続されており、他端には先端硬質部１
４の内部に配した硬質管４５が接続されている。この硬質管４５は、先端硬質部１４の内
部で固定されており、先端が鉗子出口３５に接続されている。
【００３７】
　ここで、本実施形態の撮像素子３９について、以下、詳細に説明する。
【００３８】
　撮像素子３９は、撮像面に結像された像を光電変換し、プロセッサ装置１８の制御部５
６から出力された所定の同期信号に応じてフレーム毎の画像データを出力するものである
。撮像素子３９の撮像面には、３原色の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）のカラーフィ
ルタがベイヤー配列またはハニカム配列で設けられている。
【００３９】
　撮像素子３９としては、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）セン
サやＣＣＤセンサなどを用いることができる。本実施形態においては、撮像素子３９とし
てカラーフィルタがベイヤー配列のＣＭＯＳセンサを用いるものとする。
【００４０】
　図５は、本実施形態の撮像素子３９の詳細な構成を示す図である。本実施形態の撮像素
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子３９は、図５に示すように、画素回路７１がマトリクス状に配置された画素部７０と、
各画素回路７１から出力された画素信号に対して相関二重サンプリング処理を施すＣＤＳ
回路７２と、画素部７０の垂直方向の走査を制御するとともに画素部７０のリセット動作
を制御する垂直走査回路７３と、水平方向の走査を制御する水平走査回路７４と、ＣＤＳ
回路７２から出力された画素信号を増幅して出力するアンプ７５と、アンプ７５から出力
されたアナログ信号の画素信号をデジタル信号に変換して画素データを出力するＡ／Ｄ変
換器７６と、撮像素子３９全体の動作を制御する制御部７７とを備えている。
【００４１】
　画素回路７１は、フォトダイオードＤ１、リセット用トランジスタＭ１、駆動用トラン
ジスタＭ２および行選択用トランジスタＭ３とを備えている。各画素回路７１の行選択用
トランジスタＭ３には走査線Ｌ１が接続され、駆動用トランジスタＭ２には信号線Ｌ２に
接続されており、垂直走査回路７３と水平走査回路７４によって順次走査される。
【００４２】
　制御部７７は、画素回路７１の行および列を走査するために垂直走査回路７３および水
平走査回路７４に入力される制御信号、フォトダイオードＤ１に蓄積された信号電荷をリ
セットするために垂直走査回路７３に入力される制御信号、および画素回路７１とＣＤＳ
回路７２との接続を制御するためにＣＤＳ回路７２に入力される制御信号などをそれぞれ
生成して出力するものである。
【００４３】
　また、制御部７７は、センサ部４１から所定のタイミングで出力された温度センサ情報
を後述するレジスタ８０に記憶させる書込制御部７８と、Ａ／Ｄ変換器７６から出力され
た画像データとレジスタ８０に記憶された温度センサ情報とを周期的に時分割で出力させ
る出力制御部７９とを備えている。
【００４４】
　Ａ／Ｄ変換器７６の出力端子とレジスタの出力端子とには、スイッチ素子８１が設けら
れており、出力制御部７９は、このスイッチ素子８１を切り替えることとによって画像デ
ータの出力と温度センサ情報の出力とを周期的に時分割で切り替えるものである。本実施
形態の出力制御部７９は、フレーム間の垂直ブランキングタイムに温度センサ情報が出力
されるようにスイッチ素子８１を切り替えるものである。なお、温度センサ情報の出力タ
イミングは、これに限らず、たとえば複数フレーム毎に出力させるようにしてもよいし、
１フレームの画像データを読み出す途中における行間の水平ブランキングタイムに温度セ
ンサ情報を出力させるようにしてもよい。
【００４５】
　ＣＤＳ回路７２は、信号線Ｌ２ごとに区分して設けられており、垂直走査回路７３によ
って選択された走査線Ｌ１に接続された各画素回路７１から出力された画素信号に対して
相関二重サンプリング処理を施した後、水平走査回路７４が出力する水平走査信号に従っ
て順次にアンプ７５に出力する。水平走査回路７４は、ＣＤＳ回路７２と、アンプ７５に
接続された出力バスラインＬ３との間に設けられた列選択用トランジスタＭ４のオン／オ
フを水平走査信号により制御する。垂直走査回路７３によって全ての行が走査されるとと
もに、各行の画素信号が水平走査回路７４によって順次水平走査されることによって１フ
レームの画像データが出力されることになる。
【００４６】
　アンプ７５は、上述したようにＣＤＳ回路７２から出力された画素信号を増幅して出力
するものであり、アンプ７５から出力された画素信号は、Ａ／Ｄ変換器７６によってデジ
タル信号に変換される。
【００４７】
　また、撮像素子３９には、レジスタ８０とパラレル／シリアル変換器８２とが設けられ
ている。
【００４８】
　レジスタ８０は、センサ部４１から出力された温度センサ情報を記憶するものである。
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レジスタ８０への温度センサ情報の書き込みは書込制御部７８によって制御される。レジ
スタ８０の出力端子には、上述したスイッチ素子８１が接続されている。
【００４９】
　パラレル／シリアル変換器８２は、スイッチ素子８１の出力端子から時分割で出力され
るデジタルデータの画像データと温度センサ情報とをシリアルデータに変換してプロセッ
サ装置１８に出力するものである。
【００５０】
　本実施形態の撮像素子３９は、上述したように画像データと温度センサ情報とを時分割
に出力し、かつこれらをシリアルデータで出力するので、１本の画像データ配線４２ｂだ
けで画像データと温度センサ情報との両方をプロセッサ装置１８に出力することができる
。これにより温度センサ情報を出力するための配線を設ける必要がなく、挿入部１１を細
径化することができる。また、全体的な回路構成としても簡易な構成とすることができる
。
【００５１】
　また、本実施形態における撮像素子３９は、図５に示すセンサ部４１を除く各部を全て
１チップのＩＣに集積したものである。ただし、この構成に限らず、たとえばセンサ部４
１におけるＡ／Ｄ変換器４１ｂも１チップのＩＣ内に設けるようにしてもよいし、温度セ
ンサ４１ａも１チップのＩＣ内に設けるようにしてもよい。
【００５２】
　図９は、プロセッサ装置１８および光源装置１９の内部の概略構成を示す図である。プ
ロセッサ装置１８は、図９に示すように、画像入力コントローラ５１、画像処理部５２、
メモリ５３、ビデオ出力部５４、入力部５５および制御部５６を備えている。
【００５３】
　画像入力コントローラ５１は、内視鏡装置１０の撮像素子３９から出力された１フレー
ム毎の画像データを一時的に記憶するものである。
【００５４】
　ここで、本実施形態においては、上述したようにシリアルデータの画像データと温度セ
ンサ情報とが時分割で画像入力コントローラ５１に入力される。画像入力コントローラ５
１は、受信したデータをパラレル変換した後、画像データと温度センサ情報とを分離し、
画像データについてはバスを介してメモリ５３に記憶させる。また、温度センサ情報につ
いては制御部５６に出力する。なお、画像入力コントローラ５１には、温度センサ情報が
挿入されているタイミング情報が予め設定されており、画像入力コントローラ５１は、そ
の設定されたタイミング情報に基づいて温度センサ情報を分離するものである。本実施形
態においては、垂直ブランキング期間に温度情報が挿入されているので、画像入力コント
ローラ５１にはフレームレートに相当するタイミング情報が設定されている。
【００５５】
　画像処理部５２は、メモリ５３から読み出された１フレーム毎の画像データが入力され
、これらの画像データに所定の画像処理を施し、バスに出力するものである。
【００５６】
　ビデオ出力部５４は、画像処理部５２から出力された画像データがバスを介して入力さ
れ、所定の処理を施して表示制御信号を生成し、その表示制御信号をモニタ２０に出力す
るものである。
【００５７】
　入力部５５は、所定の操作指示や制御パラメータなどの操作者による入力を受け付ける
ものである。
【００５８】
　制御部５６はシステム全体を制御するものであるが、本実施形態においては、特に、入
力された温度センサ情報に基づいて所定の制御を行うものである。具体的には、たとえば
温度センサ情報をモニタ２０に表示させたり、温度センサ情報が予め設定された閾値以上
になった場合にモニタ２０に警告を表示させたりするものである。



(9) JP 2014-236475 A 2014.12.15

10

20

30

40

50

【００５９】
　光源装置１９は、図６に示すように、白色光を照射する白色光光源６０と、入力された
白色光を内視鏡装置１０に設けられたライトガイド２４，２５との両方に同時に入射する
光ファイバスプリッタ６２とを備えている。白色光光源６０としては、たとえばハロゲン
ランプを使用することができる。ハロゲンランプから発せられる白色光は、４００ｎｍ～
１８００ｎｍの波長域を有している。なお、ハロゲンランプに限らず、ＬＥＤなどその他
の光源を用いるようにしてもよい。
【００６０】
　次に、本実施形態の内視鏡システムの作用について説明する。なお、本実施形態におけ
る内視鏡システムは、上述したように温度センサ情報の出力方法に特徴を有するものであ
るので、その点を中心に説明する。
【００６１】
　まず、プロセッサ装置１８の入力部５５において、ユーザによって撮像指示が設定入力
されると、制御部５６から光源装置１９と内視鏡装置１０とに制御信号が出力され、白色
光光源６０からの白色光の照射と撮像素子３９における白色光像の撮像とが開始される。
【００６２】
　そして、撮像素子３９の画素部７０において検出された画像情報は、上述したようにＡ
／Ｄ変換器７６によってデジタルデータの画像データに変換されてスイッチ素子８１に出
力される。
【００６３】
　一方、内視鏡装置１０のセンサ部４１の温度センサ４１ａによって検出された温度セン
サ情報についても、Ａ／Ｄ変換器４１ｂによってデジタルデータに変換されて所定のタイ
ミングで撮像素子３９に出力される。撮像素子３９の書込制御部７８は、入力された温度
センサ情報をレジスタ８０に対して順次更新しながら記憶する。
【００６４】
　そして、出力制御部７９は、スイッチ素子８１をフレーム毎に切り替えることによって
、図７に示すように、フレーム毎の画像データとレジスタ８０に記憶された温度センサ情
報とを交互に出力させる。
【００６５】
　スイッチ素子８１の出力端子から出力された画像データおよび温度センサ情報は、パラ
レル／シリアル変換器８２に入力され、パラレル／シリアル変換器８２においてシリアル
データに変換されてプロセッサ装置１８に出力される。
【００６６】
　撮像素子３９から出力された画像データおよび温度センサ情報は、挿入部１１およびユ
ニバーサルケーブル１３内の画像データ配線４２ｂを介してプロセッサ装置１８に入力さ
れる。
【００６７】
　そして、プロセッサ装置１８に入力された画像データおよび温度センサ情報は、画像入
力コントローラにおいてパラレル変換された後、画像データと温度センサ情報とにそれぞ
れ分離され、画像データについてはメモリ５３に格納され、温度センサ情報については制
御部５６に出力される。
【００６８】
　そして、メモリ５３から読み出された１フレーム毎の画像データは、画像処理部５２に
おいて階調補正処理およびシャープネス補正処理が施された後、ビデオ出力部５４に順次
出力される。
【００６９】
　ビデオ出力部５４は、入力された画像データに所定の処理を施して表示制御信号を生成
し、１フレーム毎の表示制御信号をモニタ２０に順次出力する。そして、モニタ２０は、
入力された表示制御信号に基づいて可視画像を表示する。
【００７０】
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　一方、制御部５６は、入力された温度センサ情報に基づいて、上述したようにモニタ２
０の現在の挿入部先端の温度を表示させたり、その温度が所定の閾値以上である場合には
、警告メッセージなどを表示させたりする。
【００７１】
　なお、上記実施形態においては、スイッチ素子８１の出力端子側にパラレル／シリアル
変換器８２を接続するようにしたが、図８に示すようにスイッチ素子８１の入力側に設け
るようにしてもよい。すなわち、Ａ／Ｄ変換器７６から出力された画像データをシリアル
データに変換する第１のパラレル／シリアル変換器８３と、レジスタ８０から出力された
温度センサ情報をシリアルデータに変換する第２のパラレル／シリアル変換器８４とをそ
れぞれ設けるようにしてもよい。
【００７２】
　また、上記実施形態においては、レジスタ８０に対して温度センサ情報を記憶させるよ
うにしたが、これに限られるものではない。すなわち、外部データ出力部としては温度セ
ンサに限らず、たとえば、挿入部先端に湿度センサを設け、その湿度センサによって検出
された湿度センサ情報をレジスタ８０に記憶するようにしてもよい。
【００７３】
　また、挿入部先端に加速度センサを設け、その加速度センサによって検出された加速度
センサ情報をレジスタ８０に記憶するようにしてもよい。これにより挿入部先端の動きを
プロセッサ装置１８側で把握することができる。加速度センサを設ける場合にも、温度セ
ンサと同様に、撮像素子３９と同じ１チップのＩＣ内に設けるようにしてもよい。
【００７４】
　また、挿入部先端に圧力センサを設け、その圧力センサによって検出された圧力センサ
情報をレジスタ８０に記憶するようにしてもよい。これにより挿入部先端の周囲の気圧や
、挿入部先端が接触している部位に対する圧力をプロセッサ装置１８側で把握することが
できる。
【００７５】
　また、たとえば挿入部１１の先端に設けられた対物光学系３７をズームレンズで構成し
た場合には、そのズームレンズの位置検出情報をレジスタ８０に記憶するようにしてもよ
い。ズームレンズの位置検出情報を検出する構成としては、たとえば複数の光学センサを
設けるようにしてもよいし、ロータリエンコーダやリニアエンコーダを設けるようにして
もよく、その他、公知な構成を用いることができる。このようにズームレンズの位置検出
情報をレジスタ８０に記憶してプロセッサ装置１８に出力することによって、ズームレン
ズが正常に動作しているか否かをプロセッサ装置１８側で把握することができる。
【００７６】
　次に、上記実施形態の内視鏡システムの変形例について説明する。
【００７７】
　上記実施形態の内視鏡システムにおいては、外部のセンサ情報をレジスタ８０に記憶し
、フレーム間のブランキング期間にそのセンサ情報をプロセッサ装置１８に出力するよう
にしているので、センサ情報はブランキング期間の周期でしかプロセッサ装置１８に出力
することができず、実際にセンサでセンサ情報を検出した時点と、プロセッサ装置１８が
センサ情報を取得した時点とが異なることになり、プロセッサ装置１８側で、センサ情報
が検出された時点を把握することはできない。
【００７８】
　以下、プロセッサ装置１８側でセンサ情報が実際に検出された時点を把握することがで
きる変形例について説明する。
【００７９】
　上記実施形態の変形例は、図９に示すように、制御部７７にカウンタ部９０が設けられ
ている。カウンタ部９０は、１行分の画像データを出力する毎に出力される水平同期信号
の数をカウントするものである。なお、水平同期信号の数は、垂直同期信号が出力される
毎にリセットされるものとする。
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【００８０】
　また、書込制御部７８は、レジスタ８０にセンサ情報などが記憶されたタイミングに関
する情報としてカウンタ部９０におけるカウント数を取得し、このカウント数をセンサ情
報などとともにレジスタ８０に記憶させるものである。
【００８１】
　そして、出力制御部７９は、レジスタ８０に記憶されたセンサ情報およびカウント数と
、画像データとを時分割で出力させるものである。
【００８２】
　次に、上記実施形態の変形例の作用について、図１０を参照しながら説明する。図１０
は、センサ情報がレジスタ８０に書き込まれたタイミングと、センサ情報がレジスタ８０
に書き込まれた時点におけるカウンタ部９０のカウント数と、垂直同期信号が出力された
タイミングと、プロセッサ装置１８がセンサ情報を受信したタイミングと、カウント数に
基づいてプロセッサ装置１８側で再現される実際の時間軸とを示したものである。
【００８３】
　まず、ｎ（ｎは１以上の自然数）フレームを撮像中の時刻t１においてレジスタ８０に
第１のセンサ情報が記憶された場合、カウンタ部９０によって時刻t１までにカウントさ
れた水平同期信号の数がカウント数Ｃ１として書込制御部７８により取得され、そのカウ
ント数Ｃ１も第１のセンサ情報とともにレジスタ８０に記憶される。
【００８４】
　次に、同じｎフレームを撮像中であって、時刻t１よりも後の時刻t２においてレジスタ
８０に第２のセンサ情報が更新されて記憶された場合、カウンタ部９０によって時刻t２
までにカウントされた垂直同期信号の数がカウント数Ｃ２として書込制御部７８により取
得され、そのカウント数Ｃ２も第２のセンサ情報とともにレジスタ８０に更新されて記憶
される。
【００８５】
　次いで、ｎフレームと（ｎ＋１）フレーム間のブランキングタイムＴ２において、ｎフ
レームの撮像中にレジスタ８０に記憶されたセンサ情報とそのセンサ情報が記憶された時
点のカウント数とが出力制御部７９によって出力されるが、このときセンサ情報の内容と
しては、最新の更新情報である第２のセンサ情報と第２のセンサ情報が記憶された時点の
カウント数Ｃ２とが出力される。
【００８６】
　そして、プロセッサ装置１８においては、ブランキングタイムＴ２において第２のセン
サ情報とカウンタ数Ｃ２とが制御部５６によって取得される。そして、制御部５６は、ｎ
フレームのフレーム数と入力されたカウント数Ｃ２とに基づいて、レジスタ８０に第２の
センサ情報が実際に記憶された時刻t２を再現することができる。
【００８７】
　次に、（ｎ＋１）フレームを撮像中の時刻t３においてレジスタ８０に第３のセンサ情
報が記憶された場合、カウンタ部９０によって時刻t３までにカウントされた水平同期信
号の数がカウント数Ｃ３として書込制御部７８により取得され、そのカウント数Ｃ３も第
３のセンサ情報とともにレジスタ８０に記憶される。
【００８８】
　次に、同じ（ｎ＋１）フレームを撮像中にセンサ情報がレジスタ８０に更新記憶されな
かった場合には、（ｎ＋１）フレームと（ｎ＋２）フレーム間のブランキングタイムＴ３
において、（ｎ＋１）フレームの撮像中にレジスタ８０に記憶された第３のセンサ情報と
第３のセンサ情報が記憶された時点のカウント数Ｃ３とが出力制御部７９によって出力さ
れる。
【００８９】
　そして、プロセッサ装置１８においては、ブランキングタイムＴ３において第３のセン
サ情報とカウンタ数Ｃ３とが制御部５６によって取得される。そして、制御部５６は、（
ｎ＋１）フレームのフレーム数と入力されたカウント数Ｃ３とに基づいて、レジスタ８０
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に第３のセンサ情報が実際に記憶された時刻t３を再現することができる。
【００９０】
　次に、（ｎ＋２）フレームを撮像中の時刻t４においてレジスタ８０に第４のセンサ情
報が記憶された場合、カウンタ部９０によって時刻t４までにカウントされた水平同期信
号の数がカウント数Ｃ４として書込制御部７８により取得され、そのカウント数Ｃ４も第
４のセンサ情報とともにレジスタ８０に記憶される。
【００９１】
　次に、同じ（ｎ＋２）フレームを撮像中にセンサ情報がレジスタ８０に更新記憶されな
かった場合には、（ｎ＋２）フレームと（ｎ＋３）フレーム間のブランキングタイムＴ４
において、（ｎ＋２）フレームの撮像中にレジスタ８０に記憶された第４のセンサ情報と
第４のセンサ情報が記憶された時点のカウント数Ｃ４とが出力制御部７９によって出力さ
れる。
【００９２】
　そして、プロセッサ装置１８においては、ブランキングタイムＴ４において第４のセン
サ情報とカウンタ数Ｃ４とが制御部５６によって取得される。そして、制御部５６は、（
ｎ＋２）フレームのフレーム数と入力されたカウント数Ｃ４とに基づいて、レジスタ８０
に第４のセンサ情報が実際に記憶された時刻t４を再現することができる。
【００９３】
　次に、（ｎ＋３）フレームを撮像中の時刻t５においてレジスタ８０に第５のセンサ情
報が記憶された場合、カウンタ部９０によって時刻t５までにカウントされた水平同期信
号の数がカウント数Ｃ５として書込制御部７８により取得され、そのカウント数Ｃ５も第
５のセンサ情報とともにレジスタ８０に記憶される。
【００９４】
　次に、同じ（ｎ＋３）フレームを撮像中であって、時刻t５よりも後の時刻t６において
レジスタ８０に第６のセンサ情報が更新されて記憶された場合、カウンタ部９０によって
時刻t６までにカウントされた垂直同期信号の数がカウント数Ｃ６として書込制御部７８
により取得され、そのカウント数Ｃ６も第６のセンサ情報とともにレジスタ８０に更新さ
れて記憶される。
【００９５】
　次いで、（ｎ＋３）フレームと（ｎ＋４）フレーム間のブランキングタイムＴ６におい
て、（ｎ＋３）フレームの撮像中にレジスタ８０に記憶されたセンサ情報とそのセンサ情
報が記憶された時点のカウント数とが出力制御部７９によって出力されるが、このときセ
ンサ情報の内容としては、最新の更新情報である第６のセンサ情報と第６のセンサ情報が
記憶された時点のカウント数Ｃ６とが出力される。
【００９６】
　そして、プロセッサ装置１８においては、ブランキングタイムＴ６において第６のセン
サ情報とカウンタ数Ｃ６とが制御部５６によって取得される。そして、制御部５６は、（
ｎ＋３）フレームのフレーム数と入力されたカウント数Ｃ２とに基づいて、レジスタ８０
に第６のセンサ情報が実際に記憶された時刻t６を再現することができる。
【００９７】
　上述したように上記実施形態の変形例によれば、プロセッサ装置１８側でセンサ情報が
検出された時点を把握することができる。
【００９８】
　なお、上記変形例においては、カウンタ部９０において水平同期信号の数のみをカウン
トするようにしたが、カウンタ部９０において垂直同期信号の数もカウントするようにし
てもよい。そして、垂直同期信号の数もレジスタ８０に記憶するとともに、プロセッサ装
置１８に出力するようにし、プロセッサ装置１８において、水平同期信号のカウント数と
垂直同期信号のカウント数との両方に基づいて、センサ情報が実際に記憶された時刻を再
現するようにしてもよい。
【符号の説明】
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１０　 内視鏡装置
１８　 プロセッサ装置
１９　 光源装置
２０　 モニタ
２８　 ケーブル
３９　 撮像素子
４１　 センサ部
４１ａ 温度センサ
４２ａ 制御信号配線
４２ｂ 画像データ配線
７０　 画素部
７１　 画素回路
７８　 書込制御部
７９　 出力制御部
８０　 レジスタ
８１　 スイッチ素子
８２　 パラレル／シリアル変換器
８３　 第１のパラレル／シリアル変換器
８４　 第２のパラレル／シリアル変換器
９０　 カウンタ部

【図１】

【図２】

【図３】
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